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Pi2開始の 10分間、極側の端で観測されるPi2サージ
Auroral surge at poleward edge in the first 10 min intervals of Pi2 onset
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地上あるいは衛星高度で観測される Pi2は、東西へ分岐した高速流 (分岐流)の繰り返しによって説明される（Saka et
al., JASTP, 2010）。この分岐流に関連するとみられるオーロラサージが極側の端で見つかっている（2010年 SGEPSS　
沖縄）。

本講演では、1986年 1月 24日と 1月 27日にカナダマニトバ州で観測されたオーロラを使い、極側の端に現れるサー
ジには東向きと西向きがあり静止軌道ではそれぞれ CCW、CWの偏波特性が観測される事と、このサージの赤道側では
サージの流れの影響を受けたと考えられる渦状のオーロラが生まれる事を発表する。

さらに結論として、サージは静止衛星あるいは地上 Pi2に同期して繰り返す分岐流バーストによる Alfven的オーロラ
である事を示す。
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